The colloquial expression of “Tsuki-ni-hoeru” -The influence of Nietzsche on Sakutaro\u27s poetics of life by 大嶋 さやか
『
月
に
吠
え
る
』
の
口
語
表
現
（167）968
は
じ
め
に
　
萩
原
朔
太
郎
の
第
一
詩
集
『
月
に
吠
え
る
』（
一
九
一
七
年
二
月
、
感
情
詩
社
・
白
日
社
出
版
部
）
は
口
語
自
由
詩
の
記
念
碑
的
詩
集
と
み
な
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
内
実
を
検
討
す
る
た
め
に
、
口
語
自
由
詩
の
始
ま
り
を
確
認
し
た
い
。
　
日
本
の
口
語
自
由
詩
運
動
は
、
自
然
主
義
の
影
響
を
受
け
る
形
で
始
ま
る
。
そ
れ
ま
で
新
体
詩
以
来
の
文
語
定
型
が
主
流
だ
っ
た
が
、
島
村
抱
月
が
「
現
代
の
詩
」（『
詩
人
』
第
六
号
・
一
九
〇
七
年
一
一
月
）
で
、「
日
本
の
新
体
詩
を
読
ん
で
先
づ
感
ず
る
の
は
、
其
の
直
接
で
な
い
事
、
即
ち
デ
イ
レ
ク
ト
ネ
ス
、
ス
ト
レ
イ
ト
ネ
ス
が
欠
け
て
ゐ
る
点
で
あ
る
。
之
は
真
直
に
実
際
生
活
に
接
し
て
ゐ
な
い
と
い
ふ
意
味
で
、
掩
ふ
可
か
ら
ざ
る
事
実
で
あ
ろ
う
」
と
現
状
に
不
満
を
述
べ
、「
内
容
に
於
て
も
形
式
に
於
て
も
活
き
た
る
現
代
の
生
活
に
、
能
ふ
限
り
密
接
な
ら
し
め
ん
と
す
る
の
が
、
詩
に
対
す
る
僕
の
要
求
で
あ
る
」
と
、
「
現
代
の
生
活
」
に
直
接
触
れ
る
、
新
し
い
詩
を
主
張
し
た
。
さ
ら
に
相
馬
御
風
が
「
詩
界
の
根
本
的
革
新
」（『
早
稲
田
文
学
』
第
二
八
巻
・
一
九
〇
八
年
三
月
）
で
、
抱
月
の
主
張
を
ふ
ま
え
て
、「
現
代
吾
人
」
の
「
日
常
の
談
話
」
に
用
い
る
口
語
を
要
求
し
た
。
自
分
は
詩
界
に
於
け
る
自
然
主
義
を
主
張
す
る
と
共
に
、
こ
ゝ
に
具
体
的
な
要
求
の
一
二
を
提
供
し
た
い
。
一
は
詩
の
用
語
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
は
抱
月
氏
が
嘗
て
主
張
さ
れ
た
と
殆
ん
ど
同
じ
意
味
に
於
て
、
詩
の
用
語
は
口
語
た
る
べ
し
と
云
ふ
の
で
あ
る
。
従
来
の
詩
の
如
く
、
特
に
所
謂
雅
言
を
以
て
自
己
の
抱
懐
を
歌
ふ
と
云
ふ
習
慣
は
、
絶
対
的
に
破
壊
す
べ
き
事
だ
と
思
ふ
。（
中
略
）
自
分
等
の
要
求
す
る
所
は
、
絶
対
的
に
現
代
吾
人
の
用
ふ
る
口
語
で
あ
る
。
日
常
の
談
話
に
用
ひ
つ
ゝ
あ
る
口
語
で
あ
る
。
　
さ
ら
に
三
木
露
風
が
「
自
由
な
る
詩
歌
」（『
新
声
』
第
一
九
編
第
五
号
・
一
九
〇
八
年
一
一
月
）
で
、
抱
月
・
御
風
の
両
論
を
取
り
上
げ
、「
要
す
る
に
両
氏
と
も
実
際
生
活
に
密
接
な
ら
し
め
ん
が
為
の
要
求
と
し
て
口
語
体
を
主
張
し
て
居
ら
る
る
の
で
あ
る
」
と
、「
実
際
生
活
」
に
接
す
る
た
め
に
口
語
が
要
求
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
同
月
に
服
部
嘉
香
が
「
詩
歌
の
主
観
的
権
威
」
『
月
に
吠
え
る
』
の
口
語
表
現
│
│ 
生
命
の
詩
論
に
お
け
る
ニ
ー
チ
ェ
の
影
響 
│
│
大
　
嶋
　
さ
や
か
967（168）
（『
早
稲
田
文
学
』
第
三
六
号
・
一
九
〇
八
年
一
一
月
）
で
、「
リ
ズ
ム
を
刻
み
つ
ゝ
生
活
し
て
ゐ
る
主
観
」
を
表
す
た
め
に
口
語
を
提
唱
す
る
と
同
時
に
「
自
由
詩
」
を
提
唱
し
た
。
　
『
月
に
吠
え
る
』
に
つ
い
て
、
久
保
忠
夫
は
「
抱
月
の
「
現
代
の
詩
」
に
う
な
が
さ
れ
て
、
実
際
生
活
に
触
れ
た
詩
を
主
張
す
る
声
が
こ
こ
か
し
こ
か
ら
挙
が
っ
た
の
で
あ
る
。
詩
が
実
際
生
活
か
ら
遊
離
し
て
い
る
と
い
う
不
満
が
、
抱
月
の
発
言
を
え
て
、
一
度
に
爆
発
し
た
の
で
あ
る
。（
中
略
）
そ
れ
を
象
徴
の
手
法
を
用
い
て
成
就
し
た
の
が
萩
原
朔
太
郎
で
あ
る
）
1
（
」
と
し
て
、「
実
際
生
活
」
に
触
れ
た
詩
と
い
う
口
語
自
由
詩
の
理
念
を
、
朔
太
郎
が
「
象
徴
の
手
法
」
で
実
現
し
た
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
ま
た
、「
日
常
口
語
に
洗
練
さ
れ
た
リ
ズ
ム
を
与
え
、
そ
れ
に
よ
っ
て
人
間
の
生
理
を
流
動
す
る
状
態
の
ま
ま
で
表
現
し
て
ゆ
く
と
い
う
朔
太
郎
の
方
法
は
、
新
し
い
美
の
創
造
で
あ
っ
た
）
2
（
」
と
、
口
語
自
由
詩
の
系
譜
に
お
け
る
画
期
性
が
評
価
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
は
、『
月
に
吠
え
る
』
の
作
品
制
作
以
前
の
、
朔
太
郎
の
口
語
体
の
短
歌
と
対
比
し
て
、『
月
に
吠
え
る
』
の
「
象
徴
の
手
法
」
を
用
い
た
口
語
自
由
詩
の
特
徴
を
検
討
す
る
。
　
一
部
考
察
を
先
取
り
す
る
と
、
朔
太
郎
が
『
月
に
吠
え
る
』
の
作
品
を
制
作
し
始
め
た
一
九
一
四
年
の
詩
論
に
、
自
由
詩
に
よ
る
生
命
の
表
現
の
主
張
が
み
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
詩
論
に
つ
い
て
、
従
来
の
研
究
で
は
後
期
印
象
派
絵
画
な
ど
と
の
関
わ
り
が
重
視
さ
れ
る
が
、
実
は
ニ
ー
チ
ェ
の
受
容
が
重
要
で
あ
っ
た
と
い
う
の
が
本
稿
の
見
解
で
あ
る
。
ニ
ー
チ
ェ
の
影
響
は
、
朔
太
郎
が
自
由
詩
で
日
常
を
超
え
る
表
現
を
目
指
し
た
こ
と
に
関
わ
る
。
朔
太
郎
研
究
史
で
は
、
一
九
一
六
年
か
ら
新
潮
社
よ
り
刊
行
が
始
ま
る
生
田
長
江
訳
『
ニ
イ
チ
エ
全
集
』
の
影
響
が
注
目
さ
れ
が
ち
だ
が
）
3
（
、
本
稿
は
、
一
九
一
一
年
一
月
刊
行
の
長
江
訳
・
ニ
イ
チ
エ
『
ツ
ァ
ラ
ト
ゥ
ス
ト
ラ
』（
新
潮
社
）
と
『
月
に
吠
え
る
』
と
の
関
わ
り
を
論
じ
る
も
の
で
あ
る
。
　
朔
太
郎
は
一
九
一
四
年
か
ら
翌
年
初
頭
に
、『
月
に
吠
え
る
』
に
収
録
さ
れ
な
か
っ
た
多
数
の
詩
篇
を
制
作
・
発
表
し
て
い
る
。
坪
井
秀
人
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
ら
未
収
録
詩
篇
は
計
四
六
篇
に
の
ぼ
る
が
）
4
（
、
詩
集
に
収
録
さ
れ
た
詩
篇
の
形
成
過
程
を
探
る
た
め
に
検
討
さ
れ
て
き
た
。
本
稿
は
、
未
収
録
詩
篇
を
検
討
し
た
う
え
で
、『
月
に
吠
え
る
』
の
口
語
自
由
詩
を
考
察
す
る
。
　
ま
ず
、
明
治
末
か
ら
大
正
初
期
の
詩
歌
の
状
況
に
お
け
る
、
一
九
一
一
年
〜
一
九
一
四
年
の
朔
太
郎
の
テ
ク
ス
ト
の
位
置
を
検
討
す
る
。
次
に
、
一
九
一
四
年
に
発
表
し
た
詩
論
「SEN
T
IM
EN
T
A
LISM
」（『
詩
歌
』
第
四
巻
第
一
〇
号
・
一
九
一
四
年
一
〇
月
）「
感
傷
詩
論
」（『
詩
歌
』
第
四
巻
第
一
二
号
・
一
九
一
四
年
一
二
月
）
に
お
け
る
「
感
傷
」
の
主
張
に
、
朔
太
郎
の
ニ
ー
チ
ェ
受
容
が
ど
の
よ
う
に
反
映
し
て
い
る
か
検
討
し
、
そ
れ
を
参
照
し
て
、
未
収
録
詩
篇
の
う
ち
「
感
傷
の
塔
」（『
詩
歌
』
第
四
巻
第
一
〇
号
・
一
九
一
四
年
一
〇
月
）
の
「
感
傷
」
の
表
現
を
分
析
し
た
い
。
そ
の
う
え
で
『
月
に
吠
え
る
』
収
録
の
「
竹
Ａ
」（『
詩
歌
』
第
五
巻
第
一
号
・
一
九
一
五
年
一
月
）
を
分
析
す
る
。「
竹
Ａ
」
は
「
感
傷
の
塔
」
を
プ
レ
テ
ク
ス
ト
と
す
る
作
品
で
あ
り
）
5
（
、
文
語
か
ら
口
語
へ
転
換
す
る
端
緒
に
位
置
す
る
。「
竹
Ａ
」
の
分
析
を
ふ
ま
え
、
最
後
に
、
詩
集
の
口
語
自
由
詩
「
春
夜
」（『A
RS
』
創
刊
号
・
一
九
一
五
年
四
月
）
を
検
討
す
る
。
『
月
に
吠
え
る
』
の
口
語
表
現
（169）966
一
、
口
語
自
由
詩
と
生
命
　
本
節
で
は
、
口
語
自
由
詩
運
動
に
接
続
す
る
よ
う
に
、
大
正
初
期
の
詩
壇
で
生
命
主
義
が
顕
著
に
な
る
動
向
を
検
討
す
る
。
鈴
木
貞
美
は
、
一
九
一
〇
年
九
月
に
刊
行
さ
れ
た
川
路
柳
虹
の
口
語
自
由
詩
集
『
路
傍
の
花
』（
東
雲
堂
書
店
）
の
「
序
」
の
次
の
記
述
に
、
生
命
主
義
と
の
接
続
を
指
摘
し
て
い
る
）
6
（
。
「
適
切
な
言
葉
」
と
云
ふ
事
は
吾
ら
の
「
生
命
」
を
い
か
ほ
ど
ま
で
に
現
は
し
て
ゐ
る
か
と
云
ふ
事
に
帰
著ママ
す
る
。
で
、
文
字
や
言
語
に
関
は
ぬ
の
が
口
語
詩
の
す
べ
て
ゞ
は
な
い
、
そ
の
関
は
ぬ
の
は
文
字
そ
の
も
の
ゝ
美
に
関
は
ぬ
の
で
そ
の
表
白
し
て
ゐ
る
内
部
の
も
の
に
就
て
は
実
に
尊
重
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
　
口
語
詩
を
、「
文
字
そ
の
も
ゝ
の
美
」
で
は
な
く
「
内
部
」
を
尊
重
し
、「
生
命
」
を
十
分
に
表
す
も
の
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
安
藤
靖
彦
は
、
一
九
一
四
年
の
朔
太
郎
の
詩
論
の
背
景
に
、
大
正
初
期
の
詩
壇
の
生
命
主
義
的
思
潮
が
あ
っ
た
と
し
て
い
る
）
7
（
。
本
稿
で
は
安
藤
論
文
を
踏
襲
し
、
鈴
木
・
安
藤
両
論
が
取
り
上
げ
て
い
な
い
同
時
代
資
料
に
よ
っ
て
詩
壇
の
動
向
を
跡
づ
け
、
そ
こ
に
朔
太
郎
の
テ
ク
ス
ト
を
位
置
づ
け
る
。
　
片
上
伸
は
、「
純
一
な
る
詩
」（『
詩
歌
』
第
三
巻
第
三
号
・
一
九
一
三
年
三
月
）
で
、
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。
今
の
詩
の
多
く
は
、
あ
ま
り
に
生
命
が
稀
薄
で
あ
る
。
あ
ま
り
に
膚
浅
で
あ
る
。
官
能
の
錯
雑
と
い
ひ
繊
細
鋭
敏
と
い
ふ
も
の
も
、
あ
ま
り
に
フ
ザ
ケ
た
遊
戯
め
い
た
も
の
で
は
な
い
か
。
作
為
的
人
工
的
な
も
の
で
は
な
い
か
。
巧
み
な
調
子
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
虚
偽
を
感
ぜ
し
め
る
の
は
何
故
か
。
詩
に
真
摯
の
気
が
乏
し
い
か
ら
で
あ
る
。
歌
へ
ば
歌
ふ
ほ
ど
作
為
的
の
複
雑
に
堕
し
て
、
生
け
る
も
の
の
純
一
が
失
は
れ
て
行
く
。
今
の
詩
に
私
の
求
め
て
已
ま
な
い
も
の
は
生
命
の
純
一
で
あ
る
、
純
一
な
る
生
命
の
躍
動
で
あ
る
。
　
片
上
は
、
同
時
代
の
詩
に
、
遊
戯
、
作
為
、
虚
偽
を
排
し
て
生
命
を
表
現
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
こ
れ
が
、
遊
戯
を
排
す
る
点
に
お
い
て
、「
詩
歌
を
娯
楽
と
し
た
時
代
は
過
ぎ
た
。
現
実
を
離
れ
た
る
遊
戯
的
の
詩
歌
は
断
じ
て
新
代
の
文
学
で
は
無
い
」（
服
部
嘉
香
「
詩
歌
に
於
け
る
現
実
生
活
の
価
値
」『
新
声
』
第
一
八
編
第
五
号
・
一
九
〇
八
年
四
月
）
と
い
う
、
実
際
生
活
に
密
接
し
よ
う
と
す
る
口
語
自
由
詩
の
立
場
と
つ
な
が
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
ろ
う
。
同
じ
く
一
九
一
三
年
に
、
白
鳥
省
吾
が
「
詩
と
生
命
意
識　
上
・
下
」（『
読
売
新
聞
』
一
九
一
三
年
一
二
月
五
、
六
日
）
を
発
表
し
て
い
る
。
そ
の
「
上
」
で
は
、「
か
く
て
自
己
と
生
活
と
詩
と
が
一
団
と
な
つ
て
燃
え
て
居
る
の
だ
、
生
活
と
芸
術
の
密
接
と
言
う
て
彼
等
の
生
活
内
容
へ
詩
を
危
ぶ
な
つ
か
し
く
結
び
付
け
て
生
活
あ
つ
て
の
詩
だ
と
い
ふ
よ
り
、
生
命
即
詩
だ
と
言
ふ
事
が
ど
れ
だ
け
力
強
い
か
知
れ
な
い
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
生
活
と
の
密
接
と
い
う
、
口
語
自
由
詩
運
動
の
当
初
の
理
念
に
賛
同
し
つ
つ
、
若
干
修
正
し
て
、
詩
を
生
命
と
結
び
つ
け
よ
う
と
す
る
言
説
と
い
え
よ
う
。
こ
う
し
た
言
説
は
、
詩
論
以
外
に
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
一
九
一
四
年
四
月
に
福
士
幸
次
郎
の
口
語
自
由
詩
集
『
太
陽
の
子
』（
洛
陽
堂
）
が
刊
行
さ
れ
た
が
、
一
九
一
四
年
五
月
『
新
潮
』（
第
二
965（170）
〇
巻
第
五
号
）
の
「
新
刊
紹
介
」
で
次
の
よ
う
に
、
生
命
の
表
現
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
預
言
者
的
詩
人
と
し
て
高
名
な
る
福
士
幸
次
郎
氏
の
第
一
詩
集
で
あ
る
。
此
の
詩
人
の
詩
は
強
き
生
命
と
、
輝
け
る
光
り
と
に
満
ち
て
居
る
。
若
い
人
々
は
来
り
て
此
詩
人
の
生
命
に
触
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。（
四
六
判
二
一
六
頁
定
価
九
十
銭
洛
陽
堂
）
　
こ
の
よ
う
に
大
正
初
期
に
は
、
口
語
自
由
詩
と
生
命
を
結
び
つ
け
る
こ
と
が
一
般
化
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
　
一
方
、
朔
太
郎
は
、
口
語
自
由
詩
運
動
が
起
き
た
こ
ろ
、
主
に
短
歌
を
制
作
し
て
い
た
。
一
九
一
一
年
四
月
の
『
ス
バ
ル
』（
第
三
年
第
四
号
）
に
、
萩
原
咲
二
の
筆
名
で
発
表
し
た
短
歌
五
首
を
見
て
み
た
い
。
薄
暗
き
酒
場
の
隅
に
在
る
ひ
と
が
我
に
教
へ
し
道
な
ら
ぬ
道
砂
山
の
枯
草
の
上
を
我
が
行
け
ば
虫
力
な
く
足
下
に
飛
ぶ
悲
し
み
て
二
月
の
海
に
来
て
見
れ
ば
浪
う
ち
際
を
犬
の
歩
け
る
か
の
ベ
ン
チ
海
を
見
て
居
り
か
の
ベ
ン
チ
日
毎
悲
し
き
人
待
ち
て
居
り
縁
端
に
疲
れ
し
顔
の
煙
草
吸
ふ
教
師
の
家
の
庭
の
こ
す
も
す
　
こ
れ
ら
の
短
歌
に
つ
い
て
、
久
保
忠
夫
は
「
お
よ
そ
「
ス
バ
ル
」
的
な
短
歌
で
は
な
い
。
そ
し
て
、
生
活
に
密
着
し
た
歌
な
の
で
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
）
8
（
。
確
か
に
、
装
飾
的
技
巧
的
で
な
い
表
現
、
現
実
生
活
に
結
び
つ
い
た
感
情
を
歌
う
内
容
は
、
明
治
末
の
短
歌
の
自
然
主
義
的
傾
向
に
通
じ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
篠
弘
は
、
一
九
一
〇
年
三
月
の
前
田
夕
暮
『
収
穫
』（
易
風
社
）、
同
年
四
月
の
若
山
牧
水
『
別
離
』（
東
雲
堂
書
店
）
と
土
岐
哀
果
『N
A
K
IW
A
RA
I
』（
ロ
ー
マ
字
ひ
ろ
め
会
）、
同
年
一
二
月
の
石
川
啄
木
『
一
握
の
砂
』（
東
雲
堂
書
店
）
等
の
実
作
に
即
し
て
、「
短
歌
に
お
け
る
自
然
主
義
は
、
そ
の
作
品
史
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
明
治
四
十
二
年
に
夕
暮
・
哀
果
に
よ
っ
て
出
発
し
た
も
の
が
、
翌
四
十
三
年
の
啄
木
に
よ
っ
て
動
か
し
が
た
い
も
の
に
な
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
翌
四
十
四
年
の
牧
水
の
実
質
的
な
参
画
に
よ
っ
て
、
自
然
主
義
に
よ
る
短
歌
の
近
代
化
が
軌
道
に
の
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
」
と
規
定
し
て
い
る
）
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。
啄
木
は
当
時
、
歌
壇
の
自
然
主
義
的
傾
向
を
、「
歌
ら
し
い
歌
、
乃
ち
技
巧
の
歌
、
作
為
の
歌
、
装
飾
を
施
し
た
歌
、
誇
張
の
歌
を
排
す
る
と
い
ふ
事
は
、
文
学
上
の
他
の
部
面
の
活
動
の
後
を
引
い
て
近
一
二
年
の
間
に
歌
壇
の
中
心
を
動
か
し
た
著
る
し
い
現
象
で
あ
つ
た
」、「
歌
と
日
常
の
行
往
と
を
接
近
せ
し
め
る
と
い
ふ
方
面
に
向
つ
て
い
る
」（「“N
A
K
IW
A
RA
I ”
を
読
む
」『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
九
一
〇
年
八
月
三
日
）
と
把
握
し
て
い
る
。
先
に
引
い
た
一
九
一
一
年
の
朔
太
郎
の
短
歌
は
、
明
治
末
の
歌
壇
に
お
け
る
自
然
主
義
の
流
れ
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
久
保
が
す
で
に
注
目
し
て
い
る
が
、
三
首
目
で
、「
歩
め
る
」
と
い
う
文
語
体
で
は
な
く
、「
歩
け
る
」
と
い
う
口
語
体
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
朔
太
郎
が
一
九
一
一
年
の
時
点
で
、
生
活
に
密
着
し
た
自
然
主
義
的
な
短
歌
に
お
い
て
、
口
語
に
接
近
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
　
そ
し
て
先
述
の
通
り
、
大
正
初
期
の
詩
壇
で
生
命
主
義
が
顕
著
に
な
る
が
、
朔
太
郎
も
一
九
一
四
年
一
〇
月
発
表
の
詩
論
「SEN
T
IM
EN
T
A
LISM
」
で
、
次
の
よ
う
に
「
詩
」
を
定
義
し
た
。
哲
学
8
8
は
、
概
念
で
あ
る
、
思
想
で
あ
る
、
形
で
あ
る
。
／
詩8
は
、
光
で
あ
『
月
に
吠
え
る
』
の
口
語
表
現
（171）964
る
、
リ
ズ
ム
で
あ
る
、
感
傷
で
あ
る
。
生
命
そ
の
も
の
で
あ
る
。（
傍
点
原
文
、
以
下
同
）
　
「
詩
」
を
、「
光
」「
リ
ズ
ム
」「
感
傷
」
と
い
う
生
命
だ
と
定
義
し
て
い
る
。
同
じ
く
一
九
一
四
年
一
〇
月
に
発
表
し
た
詩
論
「
詩
と
音
楽
の
関
係
」（『
音
楽
』
第
五
巻
第
一
〇
号
）
で
は
次
の
よ
う
に
韻
文
の
形
態
に
つ
い
て
の
立
場
を
明
ら
か
に
し
た
。
　
自
由
詩
形
に
よ
つ
て
詩
人
は
始
め
て
完
全
な
る
自
我
の
リ
ズ
ム
を
自
由
に
発
現
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
　
こ
の
「
自
我
の
リ
ズ
ム
」
は
、「SEN
T
IM
EN
T
A
LISM
」
の
、
生
命
と
し
て
の
「
リ
ズ
ム
」
に
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
朔
太
郎
は
一
九
一
四
年
、
自
由
詩
で
生
命
を
表
現
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
と
い
え
よ
う
。
　
明
治
末
の
詩
壇
で
は
、
生
活
に
密
着
し
た
詩
の
要
求
か
ら
口
語
使
用
が
提
唱
さ
れ
、
さ
ら
に
定
型
を
破
棄
し
た
自
由
詩
が
提
唱
さ
れ
、
大
正
初
期
に
は
、
そ
れ
と
接
続
す
る
よ
う
に
生
命
の
表
現
が
求
め
ら
れ
る
。
朔
太
郎
も
こ
う
し
た
状
況
に
呼
応
す
る
よ
う
に
、
一
九
一
一
年
の
生
活
に
密
着
し
た
短
歌
で
口
語
に
接
近
し
、
一
九
一
四
年
に
は
、
生
命
の
表
現
と
し
て
の
自
由
詩
の
主
張
に
転
じ
た
の
で
あ
る
。
次
節
で
は
、
朔
太
郎
の
詩
論
に
お
け
る
生
命
の
表
現
の
志
向
を
、
ニ
ー
チ
ェ
と
の
関
連
か
ら
検
討
す
る
。
二
、「
感
傷
」「
奇
蹟
」「
象
徴
」
と
『
ツ
ァ
ラ
ト
ゥ
ス
ト
ラ
』
　
朔
太
郎
は
一
九
一
四
年
六
月
に
人
魚
詩
社
を
結
成
し
、
同
年
後
半
に
詩
論
「SEN
T
IM
EN
T
A
LISM
」「
感
傷
詩
論
」
を
発
表
し
た
。
岸
田
俊
子
は
、「
朔
太
郎
の
言
う
「
感
傷
」
と
は
、
感
情
が
刺
激
さ
れ
や
す
い
、
心
を
傷
め
や
す
い
と
い
う
一
般
的
な
意
味
以
上
に
詩
作
の
源
泉
に
あ
る
べ
き
も
の
と
し
て
積
極
的
意
味
を
与
え
ら
れ
て
お
り
、
彼
は
こ
の
語
を
「
詩
」
と
い
う
も
の
の
本
質
を
説
明
す
る
標
語
と
し
て
繰
り
返
し
使
用
し
て
い
る
」
と
、
こ
れ
ら
詩
論
で
「
感
傷
」
が
重
要
な
意
義
を
担
う
と
指
摘
し
て
い
る
）
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。
ま
ず
「SEN
T
IM
EN
T
A
LISM
」
の
次
の
箇
所
に
注
目
し
た
い
。
な
に
も
の
も
な
い
。
宇
宙
の
『
権
威
』
は
、
人
間
の
感
傷
以
外
に
な
に
も
の
も
な
い
。
　
次
の
箇
所
も
み
た
い
。
感
傷
の
涅
槃
に
の
み
『
詩
』
が
生
れ
る
。
即
ち
、
そ
こ
に
は
何
等
の
観
念
も
な
い
、
思
想
も
な
い
、
概
念
も
な
い
、
象
徴
の
た
め
の
象
徴
も
な
い
、
芸
術
の
た
め
の
芸
術
も
な
い
。
　
こ
こ
に
は
、「
人
間
の
感
傷
」
を
唯
一
の
権
威
と
し
て
他
を
排
す
る
態
度
や
、
「
感
傷
の
涅
槃
」
で
観
念
、
思
想
、
概
念
が
一
切
排
さ
れ
て
、
生
命
と
し
て
の
「
詩
」
が
成
立
す
る
と
い
う
思
考
が
読
み
取
れ
る
。
さ
ら
に
「SEN
T
IM
EN
-
T
A
LISM
」
は
次
の
よ
う
に
結
ば
れ
る
。
未
来
、
自
分
は
感
傷
の
涅
槃
に
は
い
る
、
万
有
と
大
歓
喜
を
以
て
接
触
す
る
こ
と
が
出
来
る
、
現
在
、
及
び
過
去
の
自
分
は
未
成
品
で
あ
る
。
道
程
で
あ
る
。
　
先
の
引
用
と
併
せ
て
読
解
す
る
と
、「
未
成
品
」
で
あ
る
現
在
ま
で
の
自
己
を
超
え
て
ゆ
く
こ
と
で
、「
感
傷
の
涅
槃
」
に
到
達
し
、「
詩
」
が
生
じ
る
と
い
963（172）
う
の
で
あ
る
。
　
そ
し
て
、
こ
う
し
た
言
説
に
は
、
朔
太
郎
の
ニ
ー
チ
ェ
受
容
が
関
わ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
朔
太
郎
は
、
一
九
一
二
年
六
月
三
日
付
の
従
兄
・
萩
原
栄
次
宛
書
簡
で
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。
此
頃
に
な
つ
て
私
を
一
層
驚
か
し
た
者
は
ニ
イ
チ
エ
の
ヅ
ア
ラ
ト
ウ
ス
ト
ラ
で
あ
る
、
罪
悪
を
犯
し
、
堕
落
の
底
に
沈
む
事
の
出
来
る
者
で
な
け
れ
ば
超
人
と
な
る
事
は
出
来
な
い
、
自
個
の
発
展
の
た
め
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
万
物
を
犠
牲
に
供
し
て
も
か
ま
は
な
い
、
自
我
あ
つ
て
他
人
な
し
、
／
邦
語
訳
ヅ
ァ
ラ
ト
ゥ
ス
ト
ラ
の
中
に
は
私
に
は
不
可
解
の
文
句
も
大
分
あ
つ
た
が
大
体
の
要
領
を
得
る
は
差
支
へ
な
か
つ
た
、
　
従
来
の
研
究
で
は
、
こ
の
よ
う
な
『
ツ
ァ
ラ
ト
ゥ
ス
ト
ラ
』
受
容
に
つ
い
て
、
一
九
一
四
年
の
詩
論
と
の
関
わ
り
が
論
じ
ら
れ
た
こ
と
は
な
い
）
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し
か
し
、
先
に
引
い
た
「SEN
T
IM
EN
T
A
LISM
」
の
、「
人
間
の
感
傷
」
を
唯
一
の
権
威
と
し
て
他
を
一
切
排
す
る
態
度
は
、『
ツ
ァ
ラ
ト
ゥ
ス
ト
ラ
』
か
ら
得
た
「
自
我
あ
つ
て
他
人
な
し
」
と
い
う
考
え
と
直
結
し
て
い
る
。
そ
し
て
、「
感
傷
の
涅
槃
」
を
目
指
し
て
自
ら
を
超
え
て
ゆ
こ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
、
ニ
ー
チ
ェ
か
ら
得
た
「
自
個
の
発
展
」
の
欲
求
が
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。「
感
傷
の
涅
槃
」
と
い
う
語
句
に
は
宗
教
的
な
も
の
が
感
じ
ら
れ
る
が
、「
感
傷
詩
論
」
で
も
、
次
の
よ
う
に
、
キ
リ
ス
ト
教
的
な
「
奇
蹟
」
と
い
う
語
で
「
詩
」
を
定
義
し
て
い
る
。
祈
禱
と
は
奇
蹟
を
希
願
ふ
の
言
葉
、
而
し
て
詩
は
地
上
の
奇
蹟
。
　
た
だ
し
、
こ
こ
で
使
用
さ
れ
て
い
る
「
奇
蹟
」
の
語
は
、
信
仰
と
い
う
よ
り
、
や
は
り
芸
術
に
関
わ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
朔
太
郎
は
「
現
詩
壇
の
神
秘
主
義
者
と
現
実
主
義
者
と
」（『
早
稲
田
文
学
』
第
一
四
一
号
・
一
九
一
七
年
八
月
）
で
、
自
然
主
義
を
批
判
し
て
「
奇
蹟
」
を
主
張
し
て
い
る
。
け
れ
ど
も
私
が
そ
れ
よ
り
も
尚
一
層
甚
だ
し
く
忌
み
嫌
ふ
も
の
は
、
所
謂
、
自
然
主
義
者
又
は
現
実
主
義
者
の
輩
で
あ
る
。
／
彼
等
は
此
の
世
界
及
び
人
類
の
進
歩
に
関
し
て
何
等
の
新
ら
し
い
創
造
を
も
な
し
と
げ
る
こ
と
の
で
き
な
い
人
間
で
あ
る
。（
中
略
）
言
ふ
迄
も
な
く
人
類
の
文
明
は
「
奇
蹟
を
求
め
る
心
」
か
ら
出
発
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
特
種
の
感
情
が
な
く
な
つ
た
ら
、
文
明
は
一
所
に
停
滞
し
て
し
ま
ふ
。
さ
う
い
ふ
世
界
に
は
何
等
の
新
ら
し
い
発
明
も
な
く
、
珍
ら
し
い
事
実
も
な
く
、
特
異
な
芸
術
も
な
く
、
そ
し
て
何
等
の
美
し
い
道
徳
も
生
れ
な
い
。
そ
こ
に
は
只
い
つ
も
同
じ
顔
を
し
た
現
実
が
あ
る
ば
か
り
だ
。
　
「
い
つ
も
同
じ
顔
を
し
た
現
実
」
は
日
常
で
あ
り
、「
奇
蹟
を
求
め
る
心
」
は
日
常
を
超
え
よ
う
と
す
る
志
向
と
い
え
よ
う
。
つ
ま
り
一
九
一
四
年
の
詩
論
で
は
、
日
常
を
超
え
る
表
現
と
し
て
の
「
詩
」
を
、
キ
リ
ス
ト
教
的
な
「
奇
蹟
」
に
喩
え
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
　
岸
田
は
、「
後
期
印
象
派
と
未
来
派
を
同
じ
流
れ
の
中
に
位
置
づ
け
、
そ
の
違
い
を
「
程
度
の
問
題
」
と
し
て
片
づ
け
て
い
た
朔
太
郎
は
、
そ
の
両
者
に
共
通
す
る
「
象
徴
の
精
神
」
を
自
ら
の
詩
作
の
基
盤
に
置
こ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
彼
の
言
う
と
こ
ろ
の
「
象
徴
主
義
」
と
は
写
実
主
義
に
反
す
る
あ
ら
ゆ
る
姿
勢
を
含
ん
で
い
た
」
と
、
当
時
の
朔
太
郎
の
詩
作
が
、
写
実
主
義
に
反
す
る
象
徴
主
義
に
基
づ
い
て
い
た
と
指
摘
し
て
い
る
）
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。「
感
傷
詩
論
」
で
は
、「
感
傷
『
月
に
吠
え
る
』
の
口
語
表
現
（173）962
が
白
熱
す
る
と
き
言
葉
は
象
徴
の
形
式
を
帯
ぶ
、」
と
し
て
、「
感
傷
」
を
高
め
る
こ
と
で
「
象
徴
」
の
表
現
が
生
じ
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
朔
太
郎
は
「
日
本
に
お
け
る
未
来
派
の
詩
と
そ
の
解
説
」（『
感
情
』
第
五
号
・
一
九
一
六
年
一
一
月
）
で
も
、
次
の
よ
う
に
「
象
徴
」
を
生
命
の
表
現
と
し
て
説
明
し
て
い
る
。
要
す
る
に
後
期
印
象
派
の
絵
画
の
精
神
は
、
最
も
徹
底
し
た
意
味
で
の
象
徴
の
精
神
を
説
明
す
る
も
の
で
あ
る
。
即
ち
「
物
の
概
念
（
物
質
）
を
描
く
こ
と
の
代
り
に
、
物
の
生
命
（
神
経
）
を
描
く
」
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
　
つ
ま
り
朔
太
郎
は
、「
詩
」
を
、
外
形
を
写
実
す
る
の
で
は
な
く
、
生
命
を
象
徴
的
に
表
現
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
岸
田
は
、
朔
太
郎
が
後
期
印
象
派
絵
画
や
未
来
派
の
詩
に
象
徴
の
精
神
を
見
出
し
た
こ
と
を
重
視
し
て
い
る
が
、
朔
太
郎
は
画
家
で
は
な
く
、
未
来
派
の
詩
に
通
じ
る
表
現
を
目
指
す
に
し
て
も
、
そ
れ
を
実
現
す
る
詩
形
や
文
体
が
重
要
だ
ろ
う
。
前
節
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
朔
太
郎
は
、「
自
由
詩
形
」
に
よ
っ
て
生
命
を
表
現
し
よ
う
と
し
た
は
ず
で
あ
る
。
　
こ
こ
で
朔
太
郎
の
「
感
傷
」
の
起
源
を
整
理
す
る
。
一
九
一
四
年
九
月
発
表
の
「
幼
児
と
基
督
」（『
異
端
』
創
刊
号
）
に
、「
流
れ
て
や
ま
な
い
、
感
傷
の
涙
が
、
地
上
に
晶
結
し
た
と
き
に
、
耶
蘇
の
第
一
の
奇
蹟
が
行
は
れ
る
。
自
分
の
、
第
一
の
詩
が
生
れ
る
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
も
、「
感
傷
」
が
「
奇
蹟
」
と
し
て
の
「
詩
」
の
源
泉
だ
と
い
う
考
え
が
み
ら
れ
る
。「
感
傷
詩
論
」
に
は
、「
感
傷
必
ず
し
も
哀
傷
に
あ
ら
ず
、
憤
怒
も
歓
喜
も
そ
の
極
に
達
す
れ
ば
涙
な
が
る
、
然
れ
ど
も
涙
な
き
も
の
は
感
傷
に
あ
ら
ず
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。「
感
傷
」
に
「
哀
傷
」
が
含
ま
れ
る
こ
と
、「
涙
」
と
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
安
藤
前
掲
論
は
、
こ
れ
ら
詩
論
に
お
け
る
「
涙
」
が
、
北
原
白
秋
『
真
珠
抄
』（
一
九
一
四
年
九
月
、
金
尾
文
淵
堂
）
に
由
来
し
、
生
の
芸
術
と
い
う
時
代
潮
流
に
合
致
す
る
と
論
じ
て
い
る
）
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朔
太
郎
は
白
秋
の
『
真
珠
抄
』
に
つ
い
て
「
聖
書
を
始
め
て
読
ん
だ
と
き
と
同
じ
気
分
で
読
み
ま
し
た
」（
一
九
一
四
年
九
月
四
日
付
白
秋
宛
書
簡
）
と
述
べ
て
お
り
、
白
秋
の
作
品
に
宗
教
的
な
も
の
を
感
受
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。「
哀
傷
」
は
、
朔
太
郎
が
一
九
一
三
年
四
月
に
編
ん
だ
歌
集
『
ソ
ラ
イ
ロ
ノ
ハ
ナ
』
の
「
自
叙
伝
」
に
、「
何
物
を
以
て
し
て
も
訴
へ
る
由
も
な
き
此
の
苦
悩
、
何
物
を
以
て
し
て
も
慰
め
る
事
の
出
来
な
い
此
の
哀
傷
、
か
う
い
ふ
い
ら
い
ら
し
た
心
の
あ
り
さ
ま
を
私
は
詩
や
歌
に
作
つ
て
自
ら
低
唱
し
て
居
る
外
に
方
法
は
無
か
つ
た
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
こ
こ
に
、「
哀
傷
」
か
ら
「
詩
」「
歌
」
が
生
じ
る
と
い
う
発
想
が
指
摘
で
き
る
。「
感
傷
」
に
つ
な
が
る
「
哀
傷
」
が
、
短
歌
時
代
か
ら
、
創
作
の
源
泉
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
「
哀
傷
」
は
、
白
秋
の
歌
集
『
桐
の
花
』（
一
九
一
三
年
一
月
、
東
雲
堂
）
の
「
哀
傷
篇
」
の
影
響
が
あ
る
に
違
い
な
い
。
ま
た
一
九
一
八
年
一
月
に
生
田
春
月
が
、「
感
傷
」
を
題
に
用
い
た
詩
集
『
感
傷
の
春
』（
新
潮
社
）
を
刊
行
し
て
い
る
。
明
治
末
か
ら
大
正
期
の
詩
歌
の
系
譜
で
、「
哀
傷
」「
感
傷
」
の
用
語
や
、
そ
れ
ら
を
重
要
な
理
念
と
し
て
掲
げ
る
こ
と
や
、
そ
の
宗
教
性
も
、
朔
太
郎
独
自
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
い
え
る
。
そ
れ
で
は
、『
月
に
吠
え
る
』
前
期
の
朔
太
郎
の
「
感
傷
」
の
独
自
性
は
、
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
961（174）
三
、
未
収
録
詩
篇
「
感
傷
の
塔
」
と
「
力
へ
の
意
志
」
　
岸
田
前
掲
書
は
、
一
九
一
四
年
後
半
の
朔
太
郎
に
お
い
て
詩
論
と
作
品
が
地
続
き
だ
っ
た
と
論
じ
、「
詩
が
誕
生
す
る
際
に
顕
現
す
る
不
可
思
議
な
力
を
彼
は
「
感
傷
」
と
呼
ぶ
の
で
あ
る
が
、
こ
の
語
は
「
宣
言
文
」
そ
の
他
の
詩
的
散
文
の
中
に
し
ば
し
ば
使
用
さ
れ
る
の
み
な
ら
ず
、「
感
傷
の
塔
」
を
は
じ
め
と
す
る
詩
作
品
の
テ
ー
マ
そ
の
も
の
と
も
な
っ
て
い
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
）
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そ
こ
で
、『
月
に
吠
え
る
』
未
収
録
詩
篇
の
一
篇
、
一
九
一
四
年
一
〇
月
発
表
の
「
感
傷
の
塔
」
の
「
感
傷
」
の
表
現
を
、
ニ
ー
チ
ェ
の
受
容
を
反
映
し
た
詩
論
の
記
述
を
参
照
し
な
が
ら
検
討
す
る
。
　
　
感
傷
の
塔
塔
は
額
に
き
づ
か
る
、
蛍
を
も
つ
て
窓
を
あ
か
る
く
し
、
塔
は
す
る
ど
く
青
ら
み
空
に
立
つ
、
あ
あ
我
が
塔
を
き
づ
く
の
額
は
血
み
ど
ろ
、
肉
や
ぶ
れ
い
た
み
ふ
ん
す
ゐ
す
れ
ど
も
、
な
や
ま
し
き
感
傷
の
塔
は
光
に
向
ひ
て
伸
長
す
、
い
や
さ
ら
に
伸
長
し
、
そ
の
愁
も
青
空
に
と
が
り
た
り
。
あ
ま
り
に
哀
し
く
、
き
の
ふ
き
み
の
く
ち
び
る
を
吸
ひ
て
き
ず
つ
け
、
か
へ
れ
ば
琥
珀
の
石
も
て
魚
を
か
こ
ひ
、
か
の
風
景
を
し
て
水
盤
に
泳
が
し
む
る
の
日
、
遠
望
の
魚
鳥
ゆ
ゑ
な
き
に
消
え
、
塔
を
き
づ
く
の
額
は
研
が
れ
て
、
は
や
秋
は
晶
玉
の
死
を
窓
に
か
け
た
り
。
　
「
感
傷
」
が
、「
光
」
に
向
か
っ
て
伸
び
て
ゆ
く
、
鋭
く
青
い
「
塔
」
に
形
象
化
さ
れ
て
い
る
。
岸
田
は
、
こ
の
「
塔
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
、「「
感
傷
」
が
形
を
と
っ
た
と
こ
ろ
の
「
光
」、
す
な
わ
ち
「
詩
」
の
比
喩
」
だ
と
読
解
し
て
い
る
）
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し
か
し
正
確
に
は
、「
塔
」
は
「
光
」
を
強
く
求
め
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
換
言
す
れ
ば
、
い
ま
だ
「
光
」
を
得
て
い
な
い
状
態
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
「
感
傷
の
塔
」
の
イ
メ
ー
ジ
は
、「
光
」
を
も
た
な
い
が
ゆ
え
に
、「
光
」
を
渇
望
す
る
生
命
の
象
徴
で
あ
る
。
こ
の
「
感
傷
」
の
表
現
に
は
、
先
に
検
討
し
た
詩
論
「SEN
T
IM
EN
T
A
LISM
」
の
、
現
在
ま
で
の
自
己
を
超
え
て
ゆ
く
と
い
う
発
想
と
の
接
続
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
額
か
ら
「
感
傷
の
塔
」
が
生
え
、
額
か
ら
血
が
流
れ
、
肉
が
破
ら
れ
る
の
は
、
内
部
の
生
命
の
「
感
傷
」
が
、「
光
」
を
得
る
た
め
に
、
自
己
破
壊
し
て
自
ら
を
超
え
よ
う
と
す
る
表
現
だ
と
理
解
し
う
る
だ
ろ
う
。
　
岸
田
は
、「
上
昇
運
動
の
イ
メ
ー
ジ
に
傷
つ
け
ら
れ
る
肉
体
の
イ
メ
ー
ジ
が
随
伴
す
る
こ
と
は
、
こ
の
時
期
の
作
品
の
多
く
が
「
詩
」
の
誕
生
そ
の
も
の
を
テ
ー
マ
と
し
て
い
た
こ
と
と
か
か
わ
り
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。「
感
傷
の
塔
」
は
、「
塔
」
と
母
体
の
関
係
が
「
詩
」
と
作
者
の
関
係
に
照
応
す
る
こ
と
『
月
に
吠
え
る
』
の
口
語
表
現
（175）960
を
明
ら
か
な
形
で
示
し
て
い
た
」
と
論
じ
て
い
る
。
つ
ま
り
「
塔
」
が
肉
体
か
ら
生
え
る
表
現
を
、「「
詩
」
の
誕
生
」
の
イ
メ
ー
ジ
だ
と
読
解
し
て
い
る
）
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こ
の
読
解
も
、
先
述
し
た
、「
感
傷
」
が
い
ま
だ
「
光
」
を
得
て
い
な
い
と
い
う
理
解
を
ふ
ま
え
て
再
考
す
る
余
地
が
あ
る
。「
光
」
を
求
め
て
肉
体
を
破
壊
し
て
伸
び
る
「
感
傷
の
塔
」
は
、「
詩
」
と
い
う
「
奇
蹟
」
を
求
め
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
裏
返
せ
ば
、「
詩
」
を
実
現
し
て
い
な
い
状
態
な
の
だ
。
　
佐
藤
伸
宏
は
、「
感
傷
の
塔
」
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
「
解
釈
不
能
性
」
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
詩
の
解
釈
不
能
性
と
は
、
第
一
連
に
唐
突
に
現
れ
る
「
塔
」
の
イ
メ
ー
ジ
そ
し
て
詩
の
総
体
が
提
示
す
る
様
相
を
、
何
ら
か
の
一
義
的
、
合
理
的
な
意
味
に
還
元
、
回
収
す
る
こ
と
の
極
度
の
困
難
さ
に
起
因
す
る
と
言
っ
て
よ
い
）
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（
。
　
「
感
傷
の
塔
」
第
二
連
は
、「
き
み
」
の
唇
が
傷
つ
く
感
覚
や
、
魚
が
水
盤
に
泳
ぐ
風
景
が
断
片
的
に
現
れ
る
も
の
の
、
全
体
と
し
て
何
を
意
味
す
る
か
理
解
し
づ
ら
く
、
確
か
に
「
一
義
的
、
合
理
的
な
意
味
に
還
元
、
回
収
す
る
こ
と
」
が
難
し
い
と
い
え
よ
う
。
そ
こ
で
、
解
釈
が
拒
絶
さ
れ
る
こ
と
自
体
の
意
味
を
考
え
て
み
た
い
。
先
に
、
第
一
連
の
「
塔
」
が
肉
体
を
破
壊
す
る
表
現
を
、「
詩
」
と
い
う
「
奇
蹟
」
を
求
め
て
、「
感
傷
」
が
自
己
を
超
え
て
ゆ
く
イ
メ
ー
ジ
だ
と
論
じ
た
が
、
こ
れ
は
日
常
を
超
え
よ
う
と
す
る
表
現
と
も
い
え
よ
う
。
な
ら
ば
第
二
連
の
、
解
釈
が
困
難
な
、
断
片
的
な
詩
句
は
、
日
常
の
秩
序
を
破
壊
し
た
結
果
の
、
意
識
の
錯
乱
、
混
沌
の
表
現
と
し
て
理
解
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
解
釈
を
拒
む
よ
う
な
詩
句
が
、「
詩
」
を
実
現
し
て
い
な
い
「
感
傷
」
の
表
現
に
お
い
て
出
現
し
て
い
る
こ
と
を
、
こ
こ
で
確
認
で
き
る
。
　
日
本
で
は
大
正
期
に
生
命
主
義
が
隆
盛
す
る
中
で
ニ
ー
チ
ェ
が
受
容
さ
れ
た
。
ニ
ー
チ
ェ
の
生
の
哲
学
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
生
の
根
底
に
、
自
己
を
拡
大
し
よ
う
と
す
る
「
力
へ
の
意
志
（
原
語
・W
ille zur M
acht　
※
権
力
意
志
と
も
訳
す
）」
が
あ
る
と
す
る
。
明
治
末
か
ら
西
田
幾
多
郎
が
ベ
ル
ク
ソ
ン
を
紹
介
す
る
一
方
、
一
九
一
三
年
一
〇
月
に
和
辻
哲
郎
『
ニ
イ
チ
エ
研
究
』（
内
田
老
鶴
圃
）
が
刊
行
さ
れ
る
。
和
辻
は
、「
権
力
意
志
は
活
き
た
力
、
生
命
の
あ
る
力
、
自
ら
活
ら
く
力
で
あ
る
と
と
と
も
に
、
ま
た
生
長
し
征
服
し
創
造
す
る
力
で
あ
る
」（「
本
論
第
一　
新
価
値
樹
立
の
原
理　
第
一
章　
権
力
意
志
」
五
一
頁
）
と
、「
生
命
」
の
力
と
し
て
の
「
権
力
意
志
」
を
解
説
し
て
い
る
。
大
正
初
期
の
大
杉
栄
の
評
論
に
も
、
ニ
ー
チ
ェ
の
哲
学
の
受
容
の
跡
が
み
ら
れ
る
）
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大
杉
に
お
け
る
ニ
ー
チ
ェ
の
「
力
へ
の
意
志
」
の
受
容
に
つ
い
て
、
大
沢
正
道
は
、
「
ベ
ル
グ
ソ
ン
の
「
エ
ラ
ン
・
ヴ
ィ
タ
ー
ル
」、
ニ
ー
チ
ェ
の
「
権
力
意
志
」
は
、
大
杉
に
よ
っ
て
「
征
服
の
事
実
」
に
対
す
る
「
叛
逆
の
精
神
」、「
叛
逆
の
行
動
」
に
転
化
さ
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
」
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
さ
ら
に
大
沢
は
、
大
杉
の
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
に
お
け
る
「
叛
逆
の
精
神
」
に
つ
い
て
、「
生
き
る
」
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
ま
ま
現
存
の
秩
序
、
す
な
わ
ち
現
存
の
疑
似
価
値
体
系
に
「
叛
逆
す
る
」
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
に
、「
生
」
の
意
味
は
な
い
」、「
死
を
免
れ
、
生
に
生
き
る
道
は
た
だ
一
つ
、「
叛
逆
」
あ
る
の
み
、
こ
れ
が
大
杉
の
哲
学
の
基
本
」
だ
と
論
じ
て
い
る
）
19
（
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つ
ま
り
大
杉
は
、「
力
へ
の
意
志
」
を
、
現
存
の
秩
序
に
対
す
る
「
叛
逆
」
と
し
て
の
「
生
」
の
根
拠
に
援
用
し
た
の
で
あ
る
。
959（176）
　
未
収
録
詩
篇
「
感
傷
の
塔
」
の
、「
塔
」
が
自
己
を
破
壊
し
て
伸
長
す
る
表
現
や
、
解
釈
を
拒
む
断
片
的
な
イ
メ
ー
ジ
は
、
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
に
近
い
、
日
常
の
秩
序
を
失
っ
た
「
生
」
の
表
現
で
あ
り
、
こ
の
詩
篇
の
「
感
傷
」
は
、
そ
の
よ
う
な
「
生
」
の
根
底
に
働
く
力
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
朔
太
郎
の
詩
論
に
お
け
る
「
感
傷
」
は
、
大
正
初
期
の
詩
壇
の
動
向
と
一
致
す
る
、
生
命
の
表
現
へ
の
欲
求
を
担
う
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
宗
教
的
な
語
句
で
表
す
の
も
当
時
は
一
般
的
で
あ
る
。
し
か
し
実
作
を
検
討
す
る
と
、「
感
傷
」
が
「
詩
」
を
求
め
て
自
己
破
壊
し
て
成
長
す
る
イ
メ
ー
ジ
と
共
に
、
宗
教
と
い
う
よ
り
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
に
通
じ
る
表
現
が
出
現
し
て
い
る
。
そ
こ
に
朔
太
郎
の
「
感
傷
」
の
特
徴
が
あ
り
、
そ
の
背
景
に
は
ニ
ー
チ
ェ
か
ら
得
た
「
自
個
の
発
展
」
の
欲
求
が
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
　
た
だ
し
前
述
の
よ
う
に
、「
感
傷
の
塔
」
の
「
感
傷
」
は
、
い
ま
だ
「
詩
」
を
実
現
し
て
い
な
い
状
態
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
一
九
一
四
年
の
朔
太
郎
が
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
的
な
表
現
を
理
想
と
し
た
の
で
は
な
い
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。
そ
し
て
『
月
に
吠
え
る
』
に
お
け
る
ニ
ー
チ
ェ
の
影
響
も
、
秩
序
へ
の
叛
逆
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
四
、
浄
罪
詩
篇
「
竹
Ａ
」
と
口
語
自
由
詩
「
春
夜
」
　
朔
太
郎
は
『
月
に
吠
え
る
』
前
期
に
お
い
て
、
早
く
一
九
一
四
年
九
月
に
「
殺
人
事
件
」（『
地
上
巡
礼
』
創
刊
号
）
と
い
う
口
語
自
由
詩
を
発
表
し
た
。
し
か
し
同
年
一
〇
月
発
表
の
「
感
傷
の
塔
」
は
文
語
詩
で
あ
る
。
同
年
末
に
、
初
出
時
「
浄
罪
詩
篇
」
と
付
記
さ
れ
た
一
連
の
詩
篇
を
発
表
す
る
が
、
こ
れ
ら
は
文
語
を
採
用
し
て
い
る
。
一
連
の
浄
罪
詩
篇
は
詩
集
冒
頭
章
「
竹
と
そ
の
哀
傷
」
に
収
め
ら
れ
た
が
、
同
章
の
う
ち
制
作
・
発
表
が
遅
い
「
竹
」
二
篇
（
二
篇
と
も
『
詩
歌
』
第
五
巻
第
二
号
・
一
九
一
五
年
二
月
）
や
「
地
面
の
底
の
病
気
の
顔
」（『
地
上
巡
礼
』
第
二
巻
第
二
号
・
一
九
一
五
年
三
月
、
初
出
題
「
白
い
朔
太
郎
の
病
気
の
顔
」）
で
は
、
口
語
・
文
語
の
区
別
が
で
き
な
い
動
詞
連
用
形
を
行
末
に
用
い
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
阿
毛
久
芳
は
、「
文
語
脈
と
も
口
語
脈
と
も
と
ら
れ
る
股
裂
き
状
態
で
、「
あ
ら
は
れ
、
萌
え
そ
め
、
ふ
る
へ
出
し
、
生
え
そ
め
、
視
え
、
生
え
、
病
み
…
…
」
と
い
っ
た
連
用
形
中
止
法
に
よ
る
語
が
次
々
介
入
し
た
」
と
指
摘
し
て
い
る
）
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翌
一
九
一
五
年
、
多
く
の
口
語
自
由
詩
を
制
作
・
発
表
す
る
。
詩
集
の
「
く
さ
つ
た
蛤
」
章
の
全
一
三
篇
中
、
一
〇
篇
が
一
九
一
五
年
四
月
〜
六
月
に
発
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
残
る
三
篇
は
詩
集
初
出
だ
が
、
同
章
の
詩
篇
の
多
く
が
口
語
自
由
詩
の
代
表
作
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
　
浄
罪
詩
篇
の
一
篇
「
竹
Ａ
」
は
、
前
節
で
分
析
し
た
未
収
録
詩
篇
「
感
傷
の
塔
」
を
プ
レ
テ
ク
ス
ト
と
す
る
。「
感
傷
の
塔
」
の
「
青
空
」
に
向
け
て
伸
び
る
鋭
く
青
い
塔
は
、「
竹
Ａ
」
の
「
空
路
」
に
沿
っ
て
生
え
る
鋭
く
青
い
竹
の
イ
メ
ー
ジ
に
転
化
さ
れ
た
。『
月
に
吠
え
る
』
の
口
語
自
由
詩
を
検
討
す
る
た
め
に
ま
ず
、
未
収
録
詩
篇
と
つ
な
が
り
、
文
語
を
主
と
す
る
「
竹
Ａ
」
を
検
討
す
る
。
　
　
竹
ま
す
ぐ
な
る
も
の
地
面
に
生
え
、
『
月
に
吠
え
る
』
の
口
語
表
現
（177）958
す
る
ど
き
青
き
も
の
地
面
に
生
え
、
そ
の
み
ど
り
葉
光
る
朝
の
空
路
に
、
な
ん
だ
た
れ
、
な
ん
だ
を
た
れ
、
い
ま
は
や
懺
悔
を
終
れ
る
肩
の
上
よ
り
、
け
ぶ
れ
る
竹
の
根
は
ひ
ろ
ご
り
、
す
る
ど
き
青
き
も
の
地
面
に
生
え
。
　
　
　
　
　
　
　
　
│
浄
罪
詩
篇
│
　
木
股
知
史
は
「
錯
乱
す
る
神
経
を
暗
示
す
る
、
か
ら
ま
り
ひ
ろ
が
る
竹
の
根
と
、
ま
っ
す
ぐ
に
伸
び
て
ゆ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
こ
か
ら
の
離
脱
を
示
す
伸
長
す
る
竹
と
い
う
、
相
反
す
る
イ
メ
ー
ジ
が
、
懺
悔
す
る
身
体
を
は
さ
む
よ
う
に
表
現
さ
れ
て
い
る
」
と
読
解
し
て
い
る
）
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こ
れ
を
踏
ま
え
、
本
稿
は
む
し
ろ
、
冒
頭
か
ら
最
終
行
ま
で
読
み
進
め
る
中
で
、
鑑
賞
心
理
で
、
ど
の
よ
う
に
竹
の
表
現
が
知
覚
さ
れ
る
か
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
分
析
す
る
。
　
第
一
、
二
行
は
垂
直
で
鋭
く
青
い
も
の
が
地
面
に
生
え
る
表
現
で
あ
る
。
第
三
行
で
、
朝
の
「
空
」
に
通
じ
る
路
が
提
示
さ
れ
る
。
第
四
、
五
行
の
「
空
」
に
向
け
て
涙
を
流
す
表
現
に
お
い
て
、
地
面
に
生
え
る
鋭
く
青
い
も
の
に
感
情
が
投
影
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
感
じ
ら
れ
て
く
る
。
さ
ら
に
第
六
行
の
「
懺
悔
」
を
終
え
た
肩
と
い
う
詩
句
が
、
前
行
と
結
び
つ
く
こ
と
で
、
懺
悔
の
涙
と
い
う
意
味
が
成
立
す
る
。
第
六
、
七
行
の
、
肩
か
ら
「
竹
の
根
」
が
拡
が
る
と
い
う
、
人
間
と
竹
が
合
体
し
た
よ
う
な
表
現
に
よ
り
、
竹
の
根
が
「
錯
乱
す
る
神
経
」
の
暗
示
と
し
て
機
能
す
る
。
第
六
、
七
行
の
、
竹
の
根
が
懺
悔
す
る
肩
か
ら
生
え
る
表
現
を
ふ
ま
え
て
、
最
終
行
の
、
鋭
く
青
い
も
の
が
生
え
る
と
い
う
詩
句
を
読
む
と
、
伸
長
す
る
竹
と
竹
の
根
が
「
懺
悔
す
る
身
体
を
は
さ
む
」
イ
メ
ー
ジ
が
成
立
す
る
。
そ
れ
を
、
第
一
〜
三
行
の
「
朝
の
空
路
」
に
沿
っ
て
真
っ
す
ぐ
生
え
る
表
現
と
併
せ
る
こ
と
で
、「
離
脱
」
と
い
う
象
徴
性
が
喚
起
さ
れ
る
。
　
こ
の
よ
う
に
、
一
本
の
竹
の
表
現
を
知
覚
す
る
プ
ロ
セ
ス
が
複
雑
に
延
長
さ
れ
る
。
つ
ま
り
竹
と
い
う
素
材
が
、
真
直
ぐ
さ
、
青
い
色
、
鋭
さ
を
強
調
さ
れ
、
涙
を
垂
れ
て
成
長
し
て
懺
悔
者
の
肩
に
根
を
拡
げ
る
も
の
と
し
て
歌
わ
れ
る
こ
と
で
、
心
の
状
態
の
象
徴
的
イ
メ
ー
ジ
に
異
化
さ
れ
る
の
だ
。
こ
う
し
た
表
現
は
、
プ
レ
テ
ク
ス
ト
「
感
傷
の
塔
」
同
様
、
写
実
的
で
も
な
く
、
字
義
通
り
に
解
釈
で
き
る
も
の
で
も
な
い
。
し
か
し
「
感
傷
の
塔
」
の
、
解
釈
困
難
な
断
片
的
イ
メ
ー
ジ
と
は
異
な
る
。「
竹
Ａ
」
で
は
、
表
現
を
知
覚
す
る
過
程
は
複
雑
だ
が
、
最
終
的
に
成
立
す
る
イ
メ
ー
ジ
や
象
徴
性
は
む
し
ろ
単
純
で
、
た
だ
一
本
の
竹
の
凝
縮
し
た
イ
メ
ー
ジ
に
、
懺
悔
と
祈
祷
に
分
裂
し
た
意
識
の
投
影
を
読
み
取
り
う
る
。
　
「
竹
Ａ
」
で
は
、
行
末
に
、
生
え
（
計
三
回
）・
た
れ
（
計
二
回
）・
ひ
ろ
ご
り
（
一
回
）
と
い
う
動
詞
連
用
形
が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
久
保
忠
夫
は
、
「
動
詞
の
連
用
形
の
不
安
定
感
を
利
用
し
て
、
そ
れ
を
繰
り
返
し
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
た
た
ま
れ
な
い
よ
う
な
焦
燥
感
を
出
し
て
い
る
」
と
、
そ
の
表
現
効
果
を
指
摘
し
て
い
る
）
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（
。
確
か
に
、
行
末
を
連
用
形
で
止
め
る
こ
と
で
、
焦
心
に
駆
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
語
調
が
生
じ
、
救
済
を
求
め
る
切
実
さ
を
訴
え
る
効
果
が
あ
る
。
だ
が
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
全
八
行
中
、
五
行
が
﹇
ａ
・
ｅ
﹈
音
、
残
る
三
行
が
﹇
ⅰ
﹈
音
で
行
末
が
統
一
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、
地
上
の
竹
を
表
957（178）
現
す
る
詩
句
に
は
、
行
末
に
す
べ
て
「
生
え
」「
た
れ
」
と
い
う
﹇
ａ
・
ｅ
﹈
音
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
音
の
同
一
性
は
、
そ
れ
ら
の
詩
句
で
、
す
べ
て
同
一
の
竹
を
歌
っ
て
い
る
こ
と
を
強
調
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
行
末
の
音
の
統
一
性
が
、
凝
縮
し
た
イ
メ
ー
ジ
の
形
成
に
寄
与
し
て
い
る
と
い
え
る
の
だ
。
一
方
、
プ
レ
テ
ク
ス
ト
「
感
傷
の
塔
」
は
、「
竹
Ａ
」
同
様
に
句
点
で
改
行
す
る
ス
タ
イ
ル
だ
が
、
各
行
末
の
詩
語
は
、「
竹
Ａ
」
に
比
べ
、
語
形
に
も
音
に
も
統
一
性
が
な
く
（
行
末
の
語
は
、
動
詞
の
連
用
形
と
終
止
形
、
体
言
、接
続
助
詞
の
混
合
）、そ
れ
ら
に
よ
る
表
現
効
果
も
認
め
ら
れ
な
い
。「
感
傷
の
塔
」
だ
け
読
む
と
見
落
と
し
て
し
ま
う
が
、「
竹
Ａ
」
と
対
照
す
る
と
、
未
収
録
詩
篇
「
感
傷
の
塔
」
に
は
、
語
形
や
音
韻
を
活
か
し
た
表
現
効
果
が
欠
け
て
い
る
と
い
う
特
徴
が
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
。
以
上
を
ふ
ま
え
、
口
語
自
由
詩
「
春
夜
」
を
検
討
す
る
。
　
　
春
夜
浅
蜊
の
や
う
な
も
の
蛤
の
や
う
な
も
の
み
ぢ
ん
こ
0
0
0
0
の
や
う
な
も
の
そ
れ
ら
生
物
の
身
体
は
砂
に
う
も
れ
、
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
、
絹
糸
の
や
う
な
手
が
無
数
に
生
え
、
手
の
ほ
そ
い
毛
が
浪
の
ま
に
ま
に
う
ご
い
て
居
る
。
あ
は
れ
こ
の
生
あ
た
た
か
い
春
の
夜
に
、
そ
よ
そ
よ
と
潮
み
づ
な
が
れ
、
生
物
の
上
に
水
な
が
れ
、
貝
類
の
舌
も
ち
ら
ち
ら
と
し
て
も
え
哀
し
げ
な
る
に
、
遠
く
渚
の
方
を
見
わ
た
せ
ば
、
ぬ
れ
た
渚
路
に
は
、
腰
か
ら
下
の
な
い
病
人
の
列
が
歩
い
て
居
る
、
ふ
ら
り
ふ
ら
り
と
あ
る
い
て
居
る
。
あ
あ
、
そ
れ
ら
人
間
の
髪
の
毛
に
も
、
春
の
夜
の
か
す
み
い
ち
め
ん
に
ふ
か
く
か
け
、
よ
せ
く
る
、
よ
せ
く
る
、
こ
の
白
き
浪
の
列
は
さ
ざ
な
み
で
す
。
　
栗
原
敦
は
、「
春
夜
」
の
表
面
に
は
、
生
あ
た
た
か
い
春
の
夜
の
海
辺
を
舞
台
と
し
て
、
近
景
に
微
妙
に
ゆ
れ
動
い
て
い
る
生
物
が
、
遠
景
に
腰
か
ら
下
の
な
い
病
人
の
列
が
、
白
い
さ
ざ
な
み
に
重
ね
ら
れ
る
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
ば
か
り
だ
と
い
え
る
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
私
た
ち
は
こ
の
作
品
が
作
者
自
身
の
存
在
を
、
そ
う
い
っ
て
よ
け
れ
ば
萩
原
朔
太
郎
の
実
存
意
識
を
表
出
し
た
も
の
で
あ
る
と
感
ず
る
」
と
論
じ
て
い
る
）
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こ
の
よ
う
な
読
解
に
つ
い
て
、
そ
の
知
覚
の
プ
ロ
セ
ス
を
検
討
し
た
い
。
　
作
品
の
構
成
を
、
前
半
一
一
行
、
後
半
六
行
、
末
尾
二
行
に
分
け
る
。
鑑
賞
心
理
に
イ
メ
ー
ジ
が
現
れ
る
順
序
は
、
前
半
で
、
神
経
の
よ
う
に
微
細
な
「
手
の
ほ
そ
い
毛
」
が
現
れ
、
後
半
で
、
さ
ま
よ
う
病
人
の
列
に
切
り
替
わ
り
、
末
尾
二
行
で
、
よ
せ
る
白
い
波
の
列
＝
さ
ざ
波
に
転
じ
る
。
末
尾
二
行
で
、
無
数
の
手
や
病
人
の
像
は
、
テ
ク
ス
ト
か
ら
は
消
え
て
い
る
が
、
鑑
賞
心
理
に
は
残
『
月
に
吠
え
る
』
の
口
語
表
現
（179）956
像
と
し
て
存
在
す
る
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
最
終
行
ま
で
読
み
終
え
た
と
き
、
無
数
の
手
と
、
病
人
の
列
と
、
さ
ざ
波
が
重
な
り
あ
っ
た
イ
メ
ー
ジ
が
成
立
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
さ
ざ
波
の
細
か
い
動
き
が
、
神
経
の
ゆ
ら
ぎ
の
よ
う
に
、
ま
た
、
打
ち
寄
せ
る
波
と
砂
地
と
の
遠
く
続
く
境
界
線
が
、
病
人
の
列
が
不
安
定
に
歩
く
道
筋
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
さ
ざ
波
と
い
う
素
材
が
、
繊
細
な
神
経
や
生
の
不
安
の
象
徴
的
イ
メ
ー
ジ
に
異
化
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
　
「
竹
Ａ
」
で
は
、
行
末
の
動
詞
連
用
形
「
生
え
」
の
リ
フ
レ
イ
ン
が
、
竹
が
成
長
す
る
リ
ズ
ム
を
表
現
し
て
い
た
。「
春
夜
」
で
も
、「
埋
も
れ
」「
生
え
」「
な
が
れ
」「
か
け
」
と
い
う
動
詞
連
用
形
止
め
の
リ
フ
レ
イ
ン
に
よ
っ
て
、
海
浜
風
景
が
い
か
に
も
流
動
的
に
感
じ
ら
れ
る
。「
あ
る
い
て
ゐ
る
（
歩
い
て
ゐ
る
）」
「
よ
せ
く
る
」
の
リ
フ
レ
イ
ン
は
完
全
な
口
語
体
だ
が
、
病
人
と
波
の
動
き
を
意
味
的
に
表
す
だ
け
で
な
く
、
リ
フ
レ
イ
ン
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
ら
の
動
き
の
リ
ズ
ム
を
醸
し
出
す
効
果
が
あ
る
だ
ろ
う
。「
そ
よ
そ
よ
」「
ふ
ら
り
ふ
ら
り
」
と
い
う
詩
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
波
の
運
動
の
微
か
な
さ
ま
、
病
人
の
歩
行
の
不
安
定
さ
を
音
象
化
す
る
オ
ノ
マ
ト
ペ
で
あ
る
。
こ
の
作
品
は
、
海
浜
風
景
を
描
写
す
る
点
で
、
全
体
的
に
視
覚
的
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
病
人
と
波
の
様
子
が
音
韻
的
に
表
現
さ
れ
る
こ
と
で
両
者
が
際
立
ち
、
病
人
と
波
が
重
な
っ
た
イ
メ
ー
ジ
が
強
調
さ
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
春
夜
」
で
は
、「
竹
Ａ
」
以
上
に
音
韻
の
表
現
効
果
が
高
め
ら
れ
て
い
る
。
　
最
終
行
の
「
こ
の
白
き
波
の
列
は
さ
ざ
な
み
で
す
。」
と
い
う
詩
句
は
、
敬
体
の
助
動
詞
「
で
す
」
を
用
い
た
口
語
表
現
で
あ
る
。
栗
原
は
、「
春
夜
」
を
含
む
「
く
さ
つ
た
蛤
」
章
全
般
に
、「
客
観
的
と
い
っ
て
も
い
い
情
景
の
描
出
を
そ
の
ま
ま
確
実
に
発
話
者
の
主
情
の
象
徴
と
す
る
た
め
の
工
夫
」
が
み
ら
れ
る
と
論
じ
、「
春
夜
」
に
つ
い
て
は
、「
末
尾
の
敬
体
の
読
み
手
に
言
い
か
け
る
効
果
が
際
立
っ
て
る
」
と
指
摘
し
、「
詩
作
品
の
映
像
自
体
に
よ
っ
て
象
徴
さ
せ
る
」
方
法
か
ら
一
歩
踏
み
出
し
て
、「
詩
人
の
内
面
」
を
「
確
実
に
読
者
に
伝
え
る
べ
く
編
み
出
し
た
詩
法
の
ひ
と
つ
の
完
成
」
だ
と
評
価
し
て
い
る
）
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確
か
に
最
終
行
の
文
体
は
、
神
経
が
揺
ら
ぎ
病
人
が
歩
く
海
浜
の
風
景
を
外
界
に
訴
え
か
け
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
そ
の
訴
え
か
け
る
文
体
を
も
っ
て
、
作
品
が
締
め
括
ら
れ
る
。
　
こ
う
し
て
「
春
夜
」
で
は
、
微
細
な
神
経
や
生
の
不
安
の
象
徴
と
し
て
異
化
さ
れ
た
波
の
イ
メ
ー
ジ
が
、
口
語
の
音
韻
や
作
品
を
締
め
括
る
文
体
に
よ
っ
て
、
効
果
的
に
鑑
賞
心
理
に
伝
達
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
詩
篇
に
よ
っ
て
、
『
月
に
吠
え
る
』
は
口
語
詩
の
完
成
と
評
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
お
わ
り
に
　
朔
太
郎
は
一
九
一
四
年
の
詩
論
で
、「
詩
」
を
生
命
と
し
て
定
義
し
た
。
そ
こ
に
は
、『
ツ
ァ
ラ
ト
ゥ
ス
ト
ラ
』
受
容
を
反
映
し
た
、「
人
間
の
感
傷
」
を
唯
一
の
権
威
と
し
、自
ら
を
超
え
て
ゆ
く
こ
と
で
成
立
す
る
、日
常
を
超
え
る
「
奇
蹟
」
と
し
て
の
「
詩
」
へ
の
志
向
が
見
い
だ
さ
れ
る
。
　
一
九
一
四
年
後
半
に
発
表
さ
れ
た
未
収
録
詩
篇
「
感
傷
の
塔
」
の
、「
感
傷
の
塔
」
が
肉
体
を
突
き
破
っ
て
「
光
」
へ
向
か
っ
て
伸
び
る
イ
メ
ー
ジ
は
、「
感
傷
」
が
現
在
の
自
己
を
破
壊
し
て
、「
詩
」
を
希
求
す
る
表
現
で
あ
っ
た
。
そ
955（180）
し
て
第
二
連
に
は
解
釈
困
難
な
詩
句
が
出
現
し
て
い
る
。
大
正
初
期
、
ニ
ー
チ
ェ
の
生
の
哲
学
に
お
け
る
「
力
へ
の
意
志
」
は
、
大
杉
栄
の
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
の
「
生
」
の
根
源
と
し
て
の
「
叛
逆
の
精
神
」
に
援
用
さ
れ
た
。
朔
太
郎
の
「
感
傷
の
塔
」
の
「
感
傷
」
も
、
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
に
通
じ
る
、
日
常
の
秩
序
を
破
壊
す
る
力
で
あ
り
、
そ
れ
が
、
解
釈
を
拒
む
よ
う
な
詩
句
と
対
応
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
か
つ
て
芥
川
龍
之
介
が
、「
萩
原
君
は
詩
的
ア
ナ
ア
キ
ス
ト
で
あ
る
」「「
月
に
吠
え
る
」、「
青
猫
」
等
の
一
代
の
人
目
を
聳
動
し
た
、
病
的
に
鋭
い
感
覚
も
そ
の
表
現
を
導
き
出
し
た
も
の
は
或
は
こ
の
芸
術
上
の
ア
ナ
ア
キ
ズ
ム
に
発
し
て
ゐ
る
の
で
あ
ら
う
」（「
萩
原
朔
太
郎
君
」『
近
代
風
景
』
第
二
巻
第
一
号
・
一
九
二
七
年
一
月
）
と
述
べ
た
の
は
有
名
だ
が
、『
月
に
吠
え
る
』
形
成
過
程
に
お
け
る
「
感
傷
の
塔
」
の
こ
う
し
た
表
現
を
み
る
と
、
芥
川
の
評
は
や
は
り
的
確
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
「
感
傷
」
は
、
い
ま
だ
「
光
」
を
得
て
い
な
い
、
つ
ま
り
「
詩
」
を
実
現
し
て
い
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。
　
坪
井
秀
人
は
、「
感
傷
の
塔
」
な
ど
一
連
の
未
収
録
詩
篇
を
、
詩
集
の
浄
罪
詩
篇
と
の
関
係
に
お
い
て
、「
表
現
と
内
容
の
上
で
過
剰
と
も
言
え
る
表
情
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
放
散
し
て
い
る
こ
と
が
見
て
と
れ
、
詩
人
は
そ
の
〝
過
剰
〞
を
詩
集
と
い
う
一
定
の
枠
に
は
収
ま
り
き
れ
ぬ
未
完
成
の
も
の
と
観
じ
、
そ
れ
を
抑
制
し
凝
縮
し
た
《
浄
罪
詩
篇
》
に
そ
れ
ら
詩
篇
の
完
成
し
た
姿
を
認
め
自
負
し
え
た
」
と
位
置
づ
け
、「《
浄
罪
詩
篇
》
に
潜
在
す
る
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
の
実
態
は
、
逆
に
、
そ
こ
に
集
約
さ
れ
て
い
っ
た
過
剰
な
る
イ
メ
ー
ジ
の
世
界
を
見
極
め
る
こ
と
を
以
っ
て
初
め
て
明
ら
か
な
も
の
に
な
り
得
る
」
と
し
て
、
未
収
録
詩
篇
の
「
過
剰
な
る
イ
メ
ー
ジ
の
世
界
」
を
分
析
し
て
い
る
）
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確
か
に
、
浄
罪
詩
篇
「
竹
Ａ
」
で
は
、
プ
レ
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
未
収
録
詩
篇
「
感
傷
の
塔
」
の
断
片
的
な
イ
メ
ー
ジ
と
は
対
照
的
に
、
単
純
な
イ
メ
ー
ジ
に
凝
縮
さ
れ
て
い
る
。
　
だ
が
そ
れ
だ
け
で
な
く
、「
竹
Ａ
」
で
は
、
行
末
の
動
詞
連
用
形
の
リ
フ
レ
イ
ン
が
イ
メ
ー
ジ
を
喚
起
す
る
効
果
を
発
揮
し
て
い
る
。
そ
し
て
行
末
の
音
が
統
一
さ
れ
、
特
に
﹇
ａ
・
ｅ
﹈
音
の
繰
り
返
し
に
よ
っ
て
、
一
本
の
竹
に
凝
縮
し
た
イ
メ
ー
ジ
が
も
た
ら
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
「
感
傷
の
塔
」
は
、
行
末
の
語
形
や
音
に
一
貫
性
が
な
く
、
そ
れ
ら
を
活
用
し
た
表
現
効
果
に
も
欠
け
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
「
竹
Ａ
」
で
は
、
詩
語
の
語
形
や
音
韻
の
効
果
で
、
凝
縮
し
た
イ
メ
ー
ジ
が
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
は
や
く
に
久
保
論
文
が
、
浄
罪
詩
篇
「
竹
Ａ
」
の
動
詞
連
用
形
の
表
現
効
果
を
指
摘
し
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
後
続
の
坪
井
論
文
で
は
、
先
述
の
よ
う
に
、
イ
メ
ー
ジ
の
差
異
の
み
を
論
じ
て
、
文
体
と
い
う
観
点
が
活
か
さ
れ
て
い
な
い
と
い
え
る
。
　
近
年
の
坪
井
の
論
考
で
は
、
未
収
録
詩
篇
と
浄
罪
詩
篇
が
と
も
に
文
語
自
由
詩
だ
と
い
う
点
に
言
及
し
、「
文
体
様
式
の
面
で
は
両
者
の
間
に
は
連
続
性
が
あ
る
と
も
言
え
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
）
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し
か
し
右
に
述
べ
た
よ
う
に
、「
感
傷
の
塔
」「
竹
Ａ
」
を
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、
同
じ
文
語
自
由
詩
と
い
え
ど
も
、
行
末
の
語
形
や
音
韻
の
効
果
に
明
ら
か
な
差
異
が
認
め
ら
れ
る
。
　
そ
し
て
口
語
自
由
詩
「
春
夜
」
で
は
、「
竹
Ａ
」
の
動
詞
連
用
形
止
め
の
技
法
を
継
ぎ
つ
つ
、
口
語
体
で
、
リ
フ
レ
イ
ン
な
ど
の
音
韻
を
活
用
す
る
技
法
や
、
作
品
を
締
め
括
る
助
動
詞
に
よ
っ
て
、
生
の
象
徴
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
を
効
果
的
に
表
現
し
て
い
る
。
文
語
を
主
と
す
る
「
竹
Ａ
」
と
口
語
を
主
と
す
る
「
春
『
月
に
吠
え
る
』
の
口
語
表
現
（181）954
夜
」
の
文
体
は
、
一
見
す
る
と
差
異
が
あ
る
が
、
特
に
音
韻
を
活
か
す
語
法
や
措
辞
の
効
果
に
お
い
て
、
実
は
接
続
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
　
つ
ま
り
、
未
収
録
詩
篇
と
詩
集
の
浄
罪
詩
篇
の
関
係
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
で
は
文
語
自
由
詩
と
し
て
連
続
的
に
捉
え
ら
れ
る
一
方
、
イ
メ
ー
ジ
に
差
異
が
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
そ
の
う
ち
「
感
傷
の
塔
」
と
「
竹
Ａ
」
の
関
係
を
検
討
し
た
と
こ
ろ
、
両
者
の
文
体
は
、
と
も
に
文
語
自
由
詩
で
あ
り
な
が
ら
、
語
形
や
音
韻
に
よ
る
表
現
効
果
に
差
異
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
、
イ
メ
ー
ジ
を
表
現
す
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
に
詩
語
が
駆
使
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
問
題
こ
そ
、
浄
罪
詩
篇
に
続
け
て
制
作
さ
れ
る
口
語
自
由
詩
に
関
わ
る
射
程
を
有
し
て
い
る
と
い
う
の
が
、
本
稿
の
結
論
で
あ
る
。
　
近
年
の
『
月
に
吠
え
る
』
研
究
で
は
、
高
橋
世
織
や
岸
田
俊
子
や
木
股
知
史
の
よ
う
に
、
絵
画
な
ど
の
視
覚
文
化
と
の
関
わ
り
を
重
視
す
る
研
究
が
盛
ん
で
あ
る
）
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確
か
に
詩
作
品
の
イ
メ
ー
ジ
を
検
討
す
る
に
は
視
覚
と
い
う
観
点
が
有
効
だ
ろ
う
。
一
方
、
文
体
や
韻
律
の
問
題
は
若
干
軽
視
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
が
、
改
め
て
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
　
最
後
に
『
月
に
吠
え
る
』
の
口
語
表
現
に
つ
い
て
ま
と
め
た
い
。
明
治
末
期
、
自
然
主
義
に
基
づ
く
生
活
に
密
接
し
た
詩
が
目
指
さ
れ
、「
日
常
の
談
話
」
で
用
い
る
口
語
が
要
請
さ
れ
た
。
大
正
初
期
に
は
、
口
語
自
由
詩
の
流
れ
を
継
ぎ
つ
つ
、
生
命
の
表
現
と
し
て
の
詩
が
求
め
ら
れ
る
。
朔
太
郎
も
、
こ
う
し
た
動
向
に
相
即
す
る
よ
う
に
、
明
治
末
に
、
生
活
に
密
着
し
た
自
然
主
義
的
な
短
歌
で
口
語
に
接
近
し
、
大
正
初
期
に
、
自
由
詩
に
よ
る
生
命
の
表
現
を
目
指
し
た
。
明
治
末
の
生
活
派
風
の
短
歌
「
悲
し
み
て
二
月
の
海
に
来
て
み
れ
ば
浪
う
ち
際
を
犬
の
歩
け
る
」
と
、『
月
に
吠
え
る
』
の
口
語
自
由
詩
「
春
夜
」
は
、
犬
な
い
し
病
人
が
波
打
ち
際
を
歩
く
と
い
う
発
想
お
よ
び
口
語
文
体
が
共
通
し
て
い
る
。
こ
の
共
通
性
は
、「
春
夜
」
が
、
口
語
で
生
活
実
感
を
表
す
と
い
う
理
念
の
延
長
線
上
に
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。
し
か
し
両
者
の
表
現
は
対
照
的
で
あ
る
。
短
歌
で
は
、
海
浜
が
写
実
的
に
描
か
れ
、
そ
こ
を
歩
く
犬
に
悲
し
み
を
託
す
形
で
叙
情
し
て
い
る
。
韻
律
は
当
然
、
音
数
律
で
あ
る
。
一
方
、
自
由
詩
の
「
春
夜
」
で
は
、
波
打
ち
際
が
、
神
経
の
揺
ら
ぎ
や
、
生
の
不
安
を
象
徴
す
る
イ
メ
ー
ジ
に
異
化
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
音
数
律
で
は
な
く
、
リ
フ
レ
イ
ン
や
行
末
の
音
の
一
致
か
ら
生
じ
る
リ
ズ
ム
、
つ
ま
り
詩
語
の
音
の
共
鳴
が
韻
律
的
な
効
果
を
上
げ
て
い
る
。
こ
う
し
て
朔
太
郎
は
自
然
主
義
的
な
短
歌
の
表
現
を
超
え
た
の
で
あ
り
、『
ツ
ァ
ラ
ト
ゥ
ス
ト
ラ
』
か
ら
得
た
「
自
個
の
発
展
」
の
欲
求
に
基
づ
く
、「
奇
蹟
」
と
し
て
の
「
詩
」
を
、「
自
由
詩
形
」
で
実
現
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
生
活
に
接
す
る
た
め
に
日
常
口
語
を
用
い
る
と
い
う
理
念
と
つ
な
が
り
な
が
ら
、
日
常
を
超
え
る
表
現
を
実
現
し
た
の
だ
。
そ
し
て
こ
れ
は
、
大
正
初
期
の
日
本
で
生
命
の
思
想
と
し
て
受
容
さ
れ
た
ニ
ー
チ
ェ
の
哲
学
が
、
芸
術
の
創
造
と
し
て
実
践
さ
れ
た
も
の
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
　
こ
れ
が
後
の
創
作
に
ど
う
関
わ
る
の
か
確
認
し
た
い
。
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
「
生
活
と
芸
術
」（『
新
潮
』
第
二
六
巻
第
九
号
・
一
九
二
九
年
九
月
）
で
は
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。
芸
術
に
於
け
る
情
熱
は
、
生
活
感
に
よ
つ
て
の
み
呼
び
起
さ
れ
る
。
だ
が
生
活
の
様
式
と
芸
術
と
を
、
不
離
に
一
致
さ
せ
よ
う
と
考
へ
る
の
は
、
無
用
の
く
だ
ら
な
い
思
想
で
あ
る
。（
過
去
の
自
然
主
義
が
そ
れ
を
説
い
953（182）
た
。）
の
み
な
ら
ず
そ
れ
だ
つ
た
ら
、
人
は
生
活
の
中
に
の
み
満
足
し
て
、
創
造
へ
の
強
い
情
熱
を
失
ふ
だ
ら
う
。
な
ぜ
と
い
つ
て
芸
術
は
、
生
活
に
現
実
さ
れ
な
い
「
非
有
の
も
の
」
を
、
美
に
於
て
実
現
し
よ
う
と
欲
す
る
と
こ
ろ
の
、
人
生
の
止
み
が
た
い
情
念
に
も
と
づ
い
て
い
る
か
ら
。
　
こ
の
よ
う
に
『
月
に
吠
え
る
』
以
後
も
、
生
活
か
ら
芸
術
が
生
ま
れ
る
と
い
う
認
識
を
保
ち
つ
つ
、
自
然
主
義
を
批
判
し
て
、
生
活
を
超
え
る
芸
術
の
創
造
を
主
張
し
て
い
る
が
、『
氷
島
』（
一
九
三
四
年
六
月
、
第
一
書
房
）「
自
序
」
で
は
、「
こ
の
詩
集
の
正
し
い
批
判
は
、
お
そ
ら
く
芸
術
品
で
あ
る
よ
り
も
、
著
者
の
実
生
活
の
記
録
で
あ
り
、
切
実
に
書
か
れ
た
心
の
日
記
で
あ
る
の
だ
ら
う
」
と
述
べ
る
。『
氷
島
』
の
詩
篇
は
、
こ
の
「
自
序
」
も
手
伝
っ
て
、「
発
想
の
上
で
も
、
イ
メ
ェ
ジ
構
成
の
上
で
も
、
日
常
現
実
的
世
界
に
た
よ
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
つ
た
」「
か
つ
て
彼
自
身
あ
れ
ほ
ど
排
撃
し
た
、
自
然
主
義
0
0
0
0
的
な
発
想
へ
の
「
退
却
」」
と
批
判
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
）
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。今
回
の
考
察
を
ふ
ま
え
、『
氷
島
』
に
お
け
る
生
活
と
芸
術
の
問
題
を
検
討
す
る
こ
と
を
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
　
注
（
１
）　
久
保
忠
夫
「
解
説
」
萩
原
朔
太
郎
『
虚
妄
の
正
義
（
現
代
日
本
の
エ
ッ
セ
イ
）』
一
九
九
四
年
一
月
、
講
談
社
文
芸
文
庫
、
三
〇
四
頁
（
２
）　
河
村
政
敏
「『
月
に
吠
え
る
』
論
」
文
学
史
の
会
編
『
近
代
詩
集
の
探
究
』
一
九
六
二
年
九
月
、
学
燈
社
、
三
二
八
頁
（
３
）　
た
と
え
ば
、
久
保
忠
夫
「
萩
原
朔
太
郎
と
ニ
イ
チ
ェ
│
生
田
長
江
訳
ニ
イ
チ
エ
全
集
の
影
響
に
つ
い
て
│
」『
国
文
学
』
第
六
巻
第
三
号
・
一
九
六
一
年
二
月
、
久
保
『
萩
原
朔
太
郎
論
・
下
』
一
九
八
九
年
六
月
、
塙
書
房
（
４
）　
坪
井
秀
人
「〝
光
る
手
〞
と
〝
い
た
め
る
手
〞
│
│
プ
レ
・
浄
罪
詩
篇
の
一
側
面
│
│
」『
名
古
屋
大
学
国
語
国
文
学
』
第
五
五
号
・
一
九
八
四
年
一
二
月
、
坪
井
『
萩
原
朔
太
郎
論
│
│
《
詩
》
を
ひ
ら
く
』
一
九
八
九
年
四
月
、
和
泉
書
院
。
坪
井
は
、
一
九
一
四
年
五
月
「
春
日
」（『
詩
歌
』
第
四
巻
第
五
号
）
か
ら
一
九
一
五
年
一
月
「
山
頂
」
（『
銀
磬
』
第
四
年
第
一
号
）
ま
で
を
、『
月
に
吠
え
る
』
未
収
録
詩
篇
と
し
て
括
っ
て
い
る
。
（
５
）　
久
保
忠
夫
「『
月
に
吠
え
る
』
の
詩
「
竹
」
（
久
保
『
萩
原
朔
太
郎
論
・
上
』
一
九
八
九
年
六
月
、
塙
書
房
）
が
、「
感
傷
の
塔
」
を
「
竹
Ａ
」
の
先
駆
だ
と
指
摘
し
た
。「
竹
Ａ
」
の
表
記
は
、
久
保
が
同
論
文
で
『
月
に
吠
え
る
』
の
「
竹
」
二
篇
を
、
成
立
順
に
「
竹
Ａ
」「
竹
Ｂ
」
と
表
記
し
た
の
に
倣
う
。
（
６
）　
鈴
木
貞
美
「「
大
正
生
命
主
義
」
と
は
何
か
」
鈴
木
編
『
大
正
生
命
主
義
と
現
代
』
一
九
九
五
年
三
月
、
河
出
書
房
新
社
（
７
）　
安
藤
靖
彦
「『
月
に
吠
え
る
』
の
地
脈
│
│
「
感
傷
詩
論
」
な
ど
と
の
か
か
わ
り
で
」
『
説
林
』
第
二
八
号
・
一
九
八
〇
年
一
月
、
安
藤
『
萩
原
朔
太
郎
の
研
究
』
一
九
九
八
年
一
二
月
、
明
治
書
院
（
８
）　
久
保
忠
夫
「
朔
太
郎
と
啄
木
」『
東
北
学
院
大
学
論
集
〈
一
般
教
育
〉』
第
三
三
号
・
一
九
五
八
年
七
月
、
久
保
『
萩
原
朔
太
郎
論
・
上
』
一
九
八
九
年
六
月
、
塙
書
房
、
二
六
六
頁
（
９
）　
篠
弘
「
短
歌
的
自
然
主
義
の
契
機
」『
日
本
近
代
文
学
』
第
二
七
号
・
一
九
八
〇
年
一
〇
月
（
10
）　
岸
田
俊
子
『
萩
原
朔
太
郎
│
│
詩
的
イ
メ
ー
ジ
の
構
成
│
│
』
一
九
八
六
年
九
月
、
沖
積
舎
、
一
一
〜
一
二
頁
。
（
11
）　
『
月
に
吠
え
る
』
以
前
及
び
『
月
に
吠
え
る
』
に
お
け
る
ニ
ー
チ
ェ
の
影
響
に
関
す
る
主
な
先
行
研
究
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
古
川
清
彦
『
近
代
詩
人
群
像
│
│
鴎
外
・
清
白
・
朔
太
郎
ら
』
一
九
八
一
年
三
月
、
教
育
出
版
セ
ン
タ
ー
。
明
珍
昇
「
朔
太
郎
と
ニ
ー
チ
ェ
│
│
「
浄
罪
詩
篇
」
と
「
ツ
ァ
ラ
ト
ゥ
ス
ト
ラ
」
│
│
」『
日
本
文
学
』
第
三
〇
巻
第
一
一
号
・
一
九
八
一
年
一
一
月
。
徐
載
坤
「
朔
太
郎
初
期
の
詩
精
神
│
「
海
」
の
『
月
に
吠
え
る
』
の
口
語
表
現
（183）952
イ
メ
ー
ジ
を
め
ぐ
っ
て
」『
国
語
と
国
文
学
』
第
七
四
巻
第
一
〇
号
・
一
九
九
七
年
一
〇
月
。
ル
カ
・
カ
ッ
ポ
ン
チ
ェ
ッ
リ
『
日
本
近
代
詩
の
発
展
過
程
の
研
究
│
│
与
謝
野
晶
子
、
石
川
啄
木
、
萩
原
朔
太
郎
を
中
心
に
│
│
』
二
〇
一
八
年
二
月
、
翰
林
書
房
。
い
ず
れ
も
「
感
傷
」
と
の
関
連
を
論
じ
た
も
の
で
は
な
い
。
（
12
）　
岸
田
俊
子
注（
10
）前
掲
書
、
三
〇
頁
。
（
13
）　
安
藤
靖
彦
注（
７
）前
掲
論
文
、
前
掲
書
（
14
）　
岸
田
俊
子
注（
10
）前
掲
書
、
一
〇
頁
。
（
15
）　
岸
田
俊
子
注（
10
）前
掲
書
、
三
六
頁
。
（
16
）　
岸
田
俊
子
注（
10
）前
掲
書
、
四
六
頁
。
（
17
）　
佐
藤
伸
宏
「
第
四
章　
散
文
の
詩
学
│
│
萩
原
朔
太
郎
『
青
猫
』」
佐
藤
『
詩
の
在
り
か
│
│
口
語
自
由
詩
を
め
ぐ
る
問
い
』
二
〇
一
一
年
三
月
、
笠
間
書
院
、
一
五
一
頁
。
佐
藤
は
、「
感
傷
」
に
つ
い
て
論
じ
て
な
い
が
、
未
収
録
詩
篇
全
体
に
つ
い
て
、「
光
」
の
形
象
を
希
求
し
て
疎
外
さ
れ
る
構
図
を
指
摘
し
、「
一
義
的
に
固
定
し
得
な
い
対
象
に
対
す
る
形
象
化
の
試
み
と
そ
の
挫
折
」
を
論
じ
て
い
る
。
（
18
）　
大
沢
正
道
『
大
杉
栄
研
究
』（
一
九
七
一
年
七
月
、
法
政
大
学
出
版
局
）
は
、「
鎖
工
場
」（『
近
代
思
想
』
第
一
巻
第
一
二
号
・
一
九
一
三
年
九
月
）「
生
の
拡
充
」（『
近
代
思
想
』
第
二
巻
第
四
号
・
一
九
一
四
年
一
月
）「
正
気
の
狂
人
」（『
近
代
思
想
』
第
二
巻
第
八
号
・
一
九
一
四
年
五
月
）
等
に
ニ
ー
チ
ェ
の
影
響
を
指
摘
し
て
い
る
。
（
19
）　
大
沢
正
道
注（
18
）前
掲
書
、
一
七
〇
〜
一
七
二
頁
。
（
20
）　
阿
毛
久
芳
「『
氷
島
』
に
お
け
る
萩
原
朔
太
郎
│
│
抒
情
と
フ
ォ
ル
ム
の
在
処
│
│
」『
国
語
と
国
文
学
』
第
七
七
巻
第
五
号
・
二
〇
〇
〇
年
五
月
（
21
）　
木
股
知
史
「
幻
覚
と
病
理
」
木
股
編
『
近
代
日
本
の
象
徴
主
義
』
二
〇
〇
四
年
三
月
、
お
う
ふ
う
、
一
〇
〇
頁
。
（
22
）　
久
保
忠
夫
注（
５
）前
掲
論
文
、
前
掲
書
、
三
六
五
頁
。
（
23
）　
栗
原
敦
「「
生
物
の
上
に
み
づ
な
が
れ
」
考
│
│
『
月
に
吠
え
る
』
の
一
面
」『
日
本
近
代
文
学
』
第
二
七
集
・
一
九
八
〇
年
一
〇
月
（
24
）　
栗
原
敦
注（
23
）前
掲
論
文
（
25
）　
坪
井
秀
人
注（
４
）前
掲
論
文
、
前
掲
書
、
三
五
頁
。
（
26
）　
坪
井
秀
人
「〈
遠
さ
〉
あ
る
い
は
ア
ウ
ラ
の
向
う
側
へ
│
│
前
期
『
月
に
吠
え
る
』
の
詩
の
風
景
」『
比
較
文
学
研
究
』
第
九
八
号
・
二
〇
一
三
年
一
〇
月
（
27
）　
高
橋
世
織
「
萩
原
朔
太
郎
『
月
に
吠
え
る
』
と
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
」『
比
較
文
学
年
誌
』
第
二
〇
号
・
一
九
八
四
年
三
月
、
岸
田
俊
子
注（
10
）前
掲
書
、
木
股
知
史
「
詩
画
集
と
し
て
の
『
月
に
吠
え
る
』」『
画
文
共
鳴
│
│
『
み
だ
れ
髪
』
か
ら
『
月
に
吠
え
る
』
へ
│
│
』
二
〇
〇
〇
年
八
月
、
岩
波
書
店
（
28
）　
那
珂
太
郎
『
萩
原
朔
太
郎
詩
私
解
』
一
九
八
五
年
一
〇
月
、
小
沢
書
店
、
二
〇
一
〜
二
〇
二
頁
。
【
付
記
】　
朔
太
郎
の
テ
ク
ス
ト
の
引
用
は
初
出
、
初
出
が
確
認
で
き
な
か
っ
た
も
の
や
書
簡
は
筑
摩
版
『
萩
原
朔
太
郎
全
集
』
全
一
五
巻
＋
補
巻
（
一
九
七
五
年
五
月
〜
一
九
八
九
年
二
月
）
に
拠
り
、
ル
ビ
・
圏
点
は
適
宜
省
略
、
旧
漢
字
は
改
め
、
明
ら
か
な
誤
字
等
は
全
集
に
準
拠
し
て
訂
正
し
た
。「
／
」
は
改
行
を
示
す
。
